
STEP1 STEP2

猛暑による機械室の温度上昇にご注意ください

夏季の高温環境下では、機械室機器に不具合が発生する可能性があります。

トラブルを未然に防ぐため、適切な温度管理をお願いいたします。

■ サクションおよびコンプレッサ

■ エアードライヤ

温度センサーによる緊急停止 ベルト切れ、操作盤故障 本体や配管の劣化による
エアー漏れや吸引不良

除湿機能が低下し
エアーに水が混じる

部品の劣化によるエアー漏れ

温度上昇により機械室に発生する問題

機械室が高温になってしまったときの対処方法

換気扇を確認し、停止している

場合はONにしてください

機械室の窓や扉を一時的に

開放し、機械室内の熱気を外へ

逃がしてください

■上記の方法で症状が改善しない、または機器トラブルが発生した場合は、弊社までご相談ください。

機械室の温度上昇は、機器の寿命低下や診療ストップの原因に！

・機械室の温度は 5℃～ 40℃に保つようにしましょう！

・室内が 60℃を超えると、サクション・コンプレッサが緊急停止する恐れがあります。

機械室の温度は

にしましょう
5~40℃


